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区分（分類）方法 フィルム名称 

ベース素材による区分 

1）NC ベースフィルム 

2）TAC ベースフィルム 

3）PET ベースフィルム 

画像形成方法による区分 

1）銀塩フィルム 
2）ジアゾフィルム 
3）ベシキュラーフィルム 
4）カラーフィルム 
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 2004年改修工事
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施設：元演習室（地下1階、東側は
旧トイレ、北側は掘込式のドライエ
リア、木製ドア）

空調：通常の冷房設備と一般的な換
気設備

フィルムの排架方式：閉鎖型キャビ
ネットから開放型電動書架へ

所蔵数（約30,000本）
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マイクロスコピックブレミッシュ 硫化による黄変

銀鏡化

ビネガー
シンドローム
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フェロ化
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素材・製造過程

処理方法 保存方法
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施設

気密性・断熱性を高める（ATドア、窓を塞ぐ素材
の変更、気泡緩衝材を壁面に腰の高さまで貼付）

酸性物質の除去（酢酸除去空気清浄機の導入）

空調

中低温パッケージの冷房および除湿器の導入

フィルム

酸性包材（箱、帯）の交換

ネガ・ポジの排架区分

巻き直しによる放酸と乾燥
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安易な実験室データ信仰
・ ５００年安心という虚像

・ 想定外の現象への対応

業界間の意思疎通はできていたのか
・ マイクロ業界・映画業界・写真業界

ユーザー教育は正しかったか
・ 密閉か開放か（スプール孔、キャビネット、フィッシュカバー）

・ 水洗

寡占による奢りはなかったか
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現状を調査→調査結果を定量化→帰納的に情報を分析
→情報の公開と共有

『マイクロフィルム状態調査報告書』（2009年3月）

日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究(B)）

「文化資産としてのマイクロフィルム保存に関する基

礎研究：実態調査からの実証的分析」（2012年4月～

2015年3月）

『図書館資料としてのマイクロフィルム入門』（日

本図書館協会、2015年）
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図書館・博物館・文書館のためのマイクロフィルム保
存ガイド（2015年）
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東京大学経済学図書館・経済学部資料室の場合

 温度21℃を超えない

 相対湿度15％を下回らず40％を超えない

 断熱

 酸の除去

JIS Z6009:2011の環境条件 JIS K-7641:2008の環境条件（長期保存）

保存条件 
温度（℃） 相対湿度（％） 

最高 TAC PET 
中期保存 25 15－60 30－60 
永久保存 21 15－40 30－40 

 

画像 ベース 
最高温度
（℃） 

相対湿度
（％） 

白黒 
TAC 

2     20-50 
5     20-40 
7     20-30 

PET 21     20-50 

カラー TAC 
-10     20-50 
-3     20-40 
2     20-30 
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 他の記録媒体とは分離

 保存フィルム（ネガ）と利用フィルム（ポジ）は分離

 フィルムベースの異なるものは分離

 画像形成方法の異なるものは分離

原則

フィルムのみの専用収蔵庫

ただし、異なる種別のフィルム間での分離は完全に
はできていない。ただし温湿度管理、劣化フィルム
の除却、酢酸除去により劣化は進行していない。

保存用ネガは空気清浄機の直近

ガスバリア袋の活用

ロールフィルム
和（受入順）
洋（受入順）

フ
ィ
ッ
シ
ュ

保
存
用
ネ
ガ
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 文化財に対して被害を与えない1)：0.175ppm

 人体への許容濃度2) ：10ppm

 嗅覚閾値3)                                    ：0.006ppm

 酢酸濃度の比較4)

測定箇所 空気中の酢酸濃度（単位: ppm） 

屋外 0.00012（清浄）～ 0.012（汚染） 

屋内, オーク材使用の場合 0.016～0.04, 0.12～2.8 

木製の包材 0.032～1.2 

油性塗料 5 週間乾燥 8～28 

乳剤系もしくは二液混合型エポキシ系塗料 5 週

間乾燥 
1.2～8 

酸性シリコーン 0.04（7 日間硬化）～0.4（29日間硬化） 

酢酸臭のあるセルロース・アセテートフィルム群 0.36～40 

 1)2)4)の出典は『図書館フィルムとしてのマイクロフィルム入門』を参照。3)は永田好男・竹内教文「三点比較式
臭袋法による臭気物質の閾値測定結果」『日環セ所報』No.17.1990を参照。
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 大原則

原本・ネガフィルム・保存用デジタルデータのうちできれば2種を保存

 自館で作成したフィルムの劣化

 物理的な劣化の有無

有→複製を作成して除却。ただし、デジタルデータがある場合はネガのみ複製

をとり、ポジは除却

無→経過観察

 購入したフィルムの劣化

 物理的な劣化の有無

有→再購入・除却から選択（ただし例外あり）

無→経過観察
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 銀塩マイクロフィルムの解像力を1とした時

 カラーマイクロフィルムは銀塩マイクロフィルムの2/3程度

 カラーリバーサルフィルムは銀塩マイクロフィルムの1/3程度

 カラーネガフィルムは銀塩マイクロフィルムの2/9程度

 カラー紙焼は銀塩マイクロフィルムの1/9程度

 銀塩マイクロフィルムの画質はA4 サイズ換算で約43,000dpi（16,271,200万画素）
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東京大学経済学図書館・経済学部資料室
Webサイト＞調査研究＞刊行物

東京大学経済学図
書館・経済学部資
料室が公開する

研究成果

https://www.lib.e.u-tokyo.ac.jp/?page_id=412
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